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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 10,143 -1.77 -0.05 4,066 -0.63 0.07

東 部 地 区 14,393 0.44 0.11 5,510 1.90 0.12

西 部 地 区 10,782 0.42 -0.09 3,871 3.64 0.07

駅 南 地 区 6,389 0.82 0.06 2,586 1.77 0.03

半 田 地 区 3,509 1.91 0.31 1,256 3.20 0.56

横 山 地 区 5,705 1.83 0.15 1,840 3.48 0.16

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,971 0.99 0.11 2,326 1.97 0.34

荒 浜 地 区 5,292 0.17 -0.37 2,005 1.93 -0.24

そ の 他 地 区 22,002 -1.64 -0.09 7,248 -0.56 -0.11

西 山 町 地 区 6,633 -2.25 -0.07 2,165 -1.09 -0.09

高 柳 町 地 区 2,144 -2.89 -0.18 863 -2.48 -0.11

柏 崎 市 計 93,963 -0.37 -0.01 33,736 1.06 0.04

刈 羽 村 5,003 -0.43 -0.03 1,506 1.34 0.06

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,701 -2.78 -0.14 2,148 -0.96 0.18

出 雲 崎 町 5,436 -2.03 0.00 1,823 -0.76 -0.10

合        計 111,103 -0.61 -0.02 39,213 0.87 0.04

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,262 -6.10 1.93

月 間 有 効 求 職 者 1,149 -4.01 7.78

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.10 1.04 -0.02* 0.04* -0.06* -0.06*

*印は差し引き計算

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で下回り、全体で６８５人、０．６
１％の減少となっている。なお、市町村・地区別では柏崎市が３５８人、０．３７％、刈羽村が２２人、
０．４３％、小国地区（長岡市）が１９２人、２．７８％、出雲崎町が１１３人、２．０３％とそれぞれ減
少している。
　また、前月比においても柏崎市が１７人、０．０１％、刈羽村が２人、０．０３％、小国地区が１０人、
０．１４％と減少していることから、全体では２９人、０．０２％の減少となっている。
　一方、世帯数は前年同月比で柏崎市が３５５世帯、１．０６％、刈羽村が２０世帯、１．３４％と増加し
たことから、全体では３４０世帯、０．８７％の増加となった。
　また、前月比においても柏崎市が１６世帯、０．０４％、刈羽村が１人、０．０６％、小国町が４人、
０．１８％と増加し、全体では１９世帯、０．０４％の増加となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常用）
では月間有効求人数が、前年同月比で８２人、６．１０％の減少となったものの、前月比では２４人、１.
９３％の増加となっている。
　一方、月間有効求職者数も、前年同月比で４８人、４.０１％の減少、前月比では８３人、７.７８％の増
加となった。
　月間有効求人倍率は、前年同月比で０.０２ポイント下回り、前月比でも０．０６ポイント下回った結
果、１．１０倍と３ヶ月連続で１倍を超えており、また県平均１．０４倍を０．０６ポイン上回っている。
　なお、新規求人・求職状況（パートを除く常用）は、月間新規求人数が４５５人と前年同月比で５２人、
１０．２６％の減少となり、月間新規求職者数は４０６人と前年同月比で３９人、１０．６３％の増加と
なった結果、月間新規求人倍率は１．１２倍と前年同月１．３８倍を０．２６ポイント下回っている。



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 14 1 -9 319 47

共 同 住 宅 1 1 0 13 -5

事 務 所 0 -1 -1 6 -5

作 業 所 ・ 工 場 1 1 -1 23 3

営 業 建 物 0 0 -1 23 0

公 共 建 物 1 1 0 8 0

そ の 他 1 -3 -3 102 11

合       計 18 0 -15 494 51

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 64,614 0.27 -0.17 25,957 -6.66 27.53

電 力 12,579 -2.67 -0.15 46,697 -5.24 -2.93

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 1,944,612 -10.3 26.6 723,272 1.8 3.9

営 業 用 318,415 -12.0 26.3 120,887 -4.4 1.0

工 場 用 546,128 12.2 4.7 153,818 -2.8 7.0

官 公 学 校 用 681,326 -13.1 26.2 78,120 -12.1 -4.3

そ の 他 134 -43.5 -23.4

合       計 3,490,481 -8.2 22.5 1,076,231 -0.7 3.3

当　月　の　申　請

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１８０口、０．２７％と増加したものの、前月比では１１５口、０．１
７％の減少となっている。一方、電力では前年同月比で３４６口、２．６７％の減少、前月比でも２０口、
０．１５％と減少している。
　使用量においては、電灯が前年同月で１，８５３千kwh、６．６６％の減少となったが、前月比では５，
６０４千kwh、２７．５３％と大幅に増加している。また、電力では前年同月比で２，５８５千kwh、５．２
４％の減少、前月比でも１，４１２千kwh、２．９３％の減少となった。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

平成19年1月の累計

　建築確認申請の状況は、当月申請合計が前年同月比で増減なし、前月比で１５件の減少となり、工種全体
では１８件の申請となっている。工種別内訳における主な増減は、前年同月比ではその他で３件の減少とな
り、前月比では一般住宅（併用）で９件、その他で３件減少している。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が１１件、増築が５件、改築が２件となっており、一般住宅（併用）
における市内・市外施工業者別確認件数については、市内施工業者が１０件（うち新築７件、増築３件）、
市外施工業者が４件（うち新築２件、改築２件）となっている。

  平成１８年５月分から西山町・刈羽村のガス供給量、高柳町・西山町の水道供給量を含めて計算していま
す。なお、増減率（％）については小数点以下第２位を四捨五入しています。
　柏崎地域のガス供給量は、用途全体では前年同月比で８．２％の減少となったものの、前月比では２２．
５％と大幅に増加している。用途別内訳を見ると、前年同月比では工場用を除く全ての用途で減少している
が、前月比では全ての用途で増加となった。
　一方、水道給水量は、用途全体では前年同月比で０．７％と減少したが、前月比では３．３％と増加して
いる。用途別内訳を見ると、前年同月比では家庭用を除く全ての用途で減少しており、前月比では家庭用、
営業用、工場用で増加となっている。

【単位 ： 　件】



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 62,600 4.74 -16.32 65,442 4.03 -15.85

西 山 31,996 3.85 -14.38 28,276 4.11 -15.48

米 山 16,422 28.25 -12.53 14,585 23.71 -16.38

合 計 111,018 7.38 -15.23 108,303 6.33 -15.83

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 324,840 0.25 -1.91 139,088 -0.32 -1.17

平 残 326,168 0.16 0.39 137,832 -0.79 -0.11

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 6,389 -4.45 15.11

交 換 金 額 5,417 -1.84 27.82

不 渡 り 手 形 枚 数 0 -100.00 -100.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 -100.00 -100.00

【単位 ：　台、％】

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で７，６３８台、７．
３８％と増加したものの、前月比では１９，９４６台、１５．２３％と大幅に減少している。
　一方、出口においても同様に、全体では前年同月比で６，４５３台、６．３３％の増加となり、前月比で
は２０，３７３台、１５．８３％の大幅な減少となっている。
　インター別の内訳を見ると、全てのインターにおいて入口・出口共に前年同月比で増加、前月比では二桁
台の大幅な減少率を示している。

  預金は、末残が前年同月比で８３９百万円、０．２５％と増加したものの、前月比では６，３３９百万
円、１．９１％の減少となっている。また、平残においては前年同月比で５２７百万円、０．１６％の増
加、前月比でも１，２９０百万円、０．３９％の増加となった。
　一方、貸出金は末残が前年同月比で４５０百万円、０．３２％の減少、前月比でも１，６５９百万円、
１．１７％の減少となり、平残においても前年同月比で１，１０１百万円、０．７９％の減少、前月比でも
１５３百万円、０．１１％の減少となっている。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

　柏崎市内の手形交換高は、交換枚数が前年同月比で２９８枚、４．４５％の減少、前月比では前月末休日
要因から８３９枚、１５．１１％と大幅に増加している。また、交換金額も同様に前年同月比で１０２百万
円、１．８４％の減少、前月比では１，１７９百万円、２７．８２％の大幅な増加となった。
　なお、不渡手形は平成１８年７月以来６ヶ月ぶりに発生しておらず、前年同月比で４枚、１百万円の減
少、前月比では１１枚、４３百万円の減少となっている。
　平成１９年１月の法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は２件（前年同月３件、前月
４件）、負債総額５億円（同８０億円、同２３億円）、１件当たりの負債額２億円（同２６億円、同５億
円）となっている。なお、柏崎地域では発生してしおらず、県内地区別では下越地区２件（新潟市２件）、
中越・上越地区では発生していない。業種別はサービス業・その他２件で、倒産原因別の状況は経営計画の
失敗１件、販売不振１件となっている。当月は大型倒産（負債１０億円以上）の発生はなく、件数・負債総
額ともに前年同月、前月を下回っている。
　県内の景況感は都市部と比較して回復が遅れていることや、日銀が２月２１日に政策金利を０．２５％引
き上げ０．５％にしたことによる金利上昇の影響や素材価格の高騰なども軽視できない状況にあるため、今
後の倒産動向については、更に注視していく必要があるものと思われる。

入　     口 出　     口


